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4．モザンビーク，スワジランド，南アフリカ共和国一

　熱帯低気圧

　熱帯低気圧Domoinaが，1月28日にモザンピーク南

部の海岸を襲い，100km／hr（約28m／s）の強風と高波

と洪水をもたらした．報道によれば，南アフリカ共和

国，ズワジラソド，モザンビークでの洪水による死者は

少なくとも139人に達した．

　影響の及んだ地域の降水量は150～250mmである．

モザンビークでは，洪水と以前の干天の影響で食糧不足

の恐れが強まっており，飢鐘にみまわれた地域の救済活

動も，この洪水によって妨げられた．

5・日本一大雪
　大雪が2回あって，道路と空の交通機関が立往生し

た．1月30日には，東京地方で20cmの降雪があり，

東京空港は12日間で2度目の空港閉鎖となった．大阪で

も18cmの降雪があったが，これは最近77年間の最大

値である．

6．オーストラリアー大雨・洪水

　オーストラリア南東部では，150～300mmに達する

大雨のため洪水が発生した，

　非公式の報告によれば，多雨のため400万トソの小麦

（農作物の1／5）が被害を受けた．

（注：上記各項目の番号は図中の番号に対応している。

なお，1984年からClimate　Impact　Assessmentは月2

回から月1回の発行に変わっている。）

　　　　　　　　　　　（気候変動対策室　真野裕三）
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